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ん
だ
か
淡
び
時
様
形
に
と
ら
わ
れ
ず
‘
こ
の
準
会
話
迷
を
な
し
と
げ
て
い
る
お
本
-

…

リ

恥

M

幻
縦
令
指
…
惑
い

i設
え
な
い
の
た
だ
、
対
に
使
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
気
分
で
繋
っ
て
い
る
舟
立
自
分
が
乗
る
身
に
な
っ
亡
、
奈
の
父
宮
小
で
も
、
ま
だ
た
く
…

…

σ一
口
ゆ
刻
々
い
…
側
一
必
〈
人
と
動
く
絡
が
、
い
つ
に
物
だ
と
患
い
ま
す
。
な
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
に
お
を
作
告
も
事
に
繋
る
人
は
、
一
さ
ん
怒
い
一
次
や
き
ま
っ
て
い
な
…

一

税

K

W
認

酬

明

ま

と

ま

ら

な

い

む

た

だ

そ

寝

室

ゃ

、

専

に

対

。
入
札
隙
臨
時
お
よ
び
場
所

口H
仲

吋

ム

十

日

午

後

二

比
吋

国
明
時
川
議
孫
子
駒
内
山
中
炎
公
民
館

。
入
札
串
し
込
み

入
札
制
朗
自
の
時
間
幻
〈
U
M
酬明日

お
よ
び
土
曜
u
H
の
午
後
は
除

〈
〉
ま
で
受
付
け
し
ま
す
υ

入
札
参
加
申
し
込
み
は
祭
材
料

で
す
。なお
、
務
総
帥
焼
市
門
そ
の
抽
出
品
J

削
制
に
つ
い
て
は
、
ふ
汲
時
払
鈴
子
酔
拡

充
市
間
前
米
小
士
会
げ
れ
…
際
線
…
削
指
糊
縄
場

事
務
所
(
ポ
屯
J
J
八
一
…
悶
川
ハ
)
八
一

一
挙
)
に
お
尋
ね
く
だ
事
い
ω

で
す
か
ら
農
地
訟
問
問
中
w

ず

る
抽
出
に
申
請
書
を
委
員
会
へ

開
時
出
向
し
て
く
だ
さ
い
。

以
間
後
治
安
山
内
め
史
て
す
る
品
物

台
、
小
作
制
問
齢
別
懇
は
餐
員
会

の
の
什
可
け
か
必
修
、
マ
す
の
で
、

そ
れ
ら
を
行
な
う
時
は
、
必

ら
す
事
総
に
山
叩
し
山
刷
て
〈
ど

一、
c

i
L
 

隣
同
地
む

m等
に
関
し
て
わ
か

ら
な
い
引
が
あ
り
ま
し
た
ら
災

索
後
険
会
事
紛
ら
へ
お
問
い
A
日

投

〈

だ

さ

い

れ

一



町
営

第
在

油
判
総
ナ
蜘
町
営
仲
間
家
持
阿
波
に
附
附

す
る
条
例
に
従
い
次
的
と
お
れ
ツ

可
営
由
住
混
入
院
出
表
者
鯵
緩
い
た

行
し
ま
す
。

発
(
入
飽
削
蹴
到
内
情
〉

日

出
w
陀出向
M
h

開
府
什
は
す
る
も
の
で
関
同

月
総
税
淡
〈
紙
幣
制
出
馬
出
を
し
な
い

け
が
事
実
上
綴
綴
関
係
K
開
制
憾
の

似
事
情
に
あ
る
も
的
、
そ
の
帥
問
機

協
約
者
を
合
hu
〉
が
い
る
こ
と
O

J
J

咽
慣
に
総
収
怖
に
四
闘
っ
て
い
る
こ

一
と
が
側
関
内
向
で
あ
る
こ
と
。

一
。
燥
し
込
み
し
た

g
に
お
い
て

…
そ
の
絞
入
が
つ
ぎ
に
絞
幾
す
る

一
、
も
の
。

一
イ
、
扶
幾
組
組
淡
が
一
人
的
場
合

一
'
は
収
入
廿
都
議
制
閉
が
五
十
万
五

こ
挙
制
用
沼
公
密
輸
忽
鈴
e

ぴ

野

球

場

完

成

あ
鞠
問
中
部
公
開
開
織
論
家
業
主
し

て
.
m昭
和
抑
協
十
郎
年
度
か
ら
五

報
カ
年
計
副
幽
で
主
と
し
て
、
逮
齢
期

総
殺
の
緩
僚
を
間
闘
っ
て
お
れ
ソ
ま

広

す

。

川
手
賀
制
旧
公
開
問
伸
弘
、
滋
和
耕
一
一
十

一
六
年
郡
熊
公
開
附
と
し
て
計
図
決

}
笈
し
、
帯
電
築
制
附
に
・
お
い
て
、
約

一

0
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
収
し
、

一
数
料
拭
社
路
線
設
等
を
設
問
隠
し
、
そ

一
の
後
急
速
な
判
的
中
市
の
品
川
燥
に
体
作

…
ぃ
、
お
岡
市
北
告
の
滋
加
に
対
処
す

一
る
た
め
開
明
白
抑
制
間
十
一
均
等
区
域
を

塗
爽
L
川
嶋
食
品
唱
の
崎
擦
を
加
え

約
一
一
…
・
九
ヘ
タ
タ

i
h
と
し
‘

…
〈
問
、
わ
せ
て
五
カ
年
計
綴
で
際
線

机
刑
務
、
テ
ユ
ス
コ

i
子
、
プ

i
身、

線
開
問
路
、
仏
体
制
限
品
官
、
そ
の
抽
出
合
い
時
議

船
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

溺
こ
の
ぷ
カ
キ
札
制
磁
の
初
年
度

計
引
い
あ
る
今
年
同
体
、
野
球
場
の
時
尾

崎
明
畑
慨
に
替
手
し
た
わ
け
で
す
が
、

一
線
年
十
月
か
ら
本
初
+
二
月
ま

で
司
五
カ
月
関
h
g
援
し
、
工
授

制
問
玄
双
十
万
常
勝
四
や
し
完
成
し

ま
し
た
。

住
宅
入
居
者
募
集

新

築

千
四
け
ま
で

ロ
、
技
法
党
相
枯
骨
献
が
一
一
人
の
機
会

は
如
棋
人
経
一
挙
樹
朗
日
か
派
十
五
万

円
ま
で

ハ
、
仲
杭
榔
慌
料
相
絞
が
一
ニ
人
の
場
合

は
収
入
選
批
中
耕
閣
が
五
十
九
万

日
本
千
円
ま
で

品
、
扶
養
親
族
が
鈎
人
の
綴
合

同
砧
絞
入
祭
神
甲
紛
が
六
十
州
出
方

開
け
ま
で

〈
品
申
し
込
み
方
法
〉

市W
附
吋
榊
拘
仲
間
申
告
入
部
拍
車
誘
盟
副

め附
m
和
附
間
十
mm年
度
給
与
支
払

紙
切
議

@
閣
内
血
相
続
絞
殺
陣
別
府
綜

。
入
慶
一
申
し
込
み
議
げ
か
俊
市
市
町

戸
数
宏
之
え
る
場
合
は
、
選
考

-----r 
五旦_1ぷ長銀

冨吉十主題凶

さ

れ

た

都

部

団

地

議
開
公
判
が
実
情
山
管
制
桝
牽
し
、
絞

殺
の
川
向
窮
す
る
援
会
い
の
潟
い

も
の
か
ら
入
総
務
を
淡
濯
す

る“品切
入
部
出
品
棋
会
淡
4
7
J

す
る
場
合

所得税

方

ま

だ

の

Iま

ゆ
品
開
と
納
税
は
一
コ
月
十
六
日
H

が
糊
網
開
棋
と
な
っ
て
お
ち
ま
す
。

制
舟
描
院
号
ま
ぎ
わ
に
た
り
ま
す

と
、
大
変
緩
ね
が
泌
総
い
た
し

ま
す
の
で
、
制
ザ
め
に
済
ま
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま

す'。
確
定
申
告
の
必
婆
な
人

@
所
得
税
の
描
隅
慾
康
食
後
を

担
提
出
附
す
る
か
た
減
、
俊
民
税
平

準
築
制
棋
の
期
A
W
齢
概
念
祭
出
向
す
る

必
商
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
。

/ノ

A
W
附
附
山
相
川
間
十
留
年
度
建
設
さ
れ

た
務
部
団
地
都
郊
パ
丸
山
停
附
附

〈
入
疑
受
付
)

③
入
居
受
付
は
、
閉
山
相
間
間
十
叉

年
コ
一
万
一
い
お
か
わ
叩
一
月
十
十
本
円
円

ま
でな
お
、
一
一
務
総
宅
の
補
欠
閥

的μ
の
あ
る
人
は
こ
の
募
集
時
に

お
い
て
期
限
が
切
れ
ま
す
の

で
、
あ
ら
た
め
て
お
酪
・
し
込
み

く
だ
さ
い
。
そ
の
総
話
綴
に
つ

い
て
は
総
絞
線
ま
で
お
問
問
い

会
佼
く
だ
き
い
。

お

問
γ

め

政
W

官
帯
卦
滑
な
ど
営
ん
で
い
る
万

件
悼
、
開
口
十
四
年
中
の
所
得
ゑ
錨
酬

が
基
礎
控
除
(
十
六
万
七
千
五
一

百
一
円
〉
、
約
払
総
務
総
体
附
〈
十
六

万
七
十
叫
点
滅
邸
付
)
、
扶
議
控
除

〈
九
万
み
千
田
M

X

人
数
)
な
ど

の
所
得
按
孫
自
会
計
制
棋
を
よ
関

わ
る
人
は
、
申
告
が
必
獲
で

す。品
目
サ
ラ
F
l
マ
y
の
方
沖
休
、

普
遂
匁
ふ
本
欄
開
戦
誠
で
税
紛
が
清
算

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
す

る
N

抑
制
世
げ
か
あ
与
ま
せ
ん
G

し
か

し
、
次
の
方
沖
砧
冷
告
が
必
要
で

す。
①
給
与
収
入
バ
m
X
N刀聞け

な
こ
え
る
人

用

w

家
時
間
収
入
な
ど
ぷ
μ

争
以

外
時
叫
間
協
付
が
五
万
即
日
な
こ
え

る
人
品
世
ス
カ
所
以
上
か
ら
品
関
与

を
受
け
て
い
る
人
で
、
市
川
た

る
Hmw
与
と
的
捕
の
郁
削
憾
の
合
計

が
正
万
冊
り
を
こ
え
る
人

m
m

鮒
僻
淡
隊
織
問
mり
あ
る
方
は
、

ふ
ん
陥
増
税
制
削
の
改
正
に
よ
争
、
木

村
干
に
隊
一
り
土
地
、
建
物
お
よ
び

融
制
築
物
の
譲
渡
所
得
と
絞
め
一
次

坦
げ
と
分
譲
謀
総
〈
新
仲
間
〉
に
よ

る
か
:
従
来
ど
お
り
、
的
出
の
一
般

閣内
k
山
町
快
勝
九
四
糊
縦
割
料
ハ
削
法
)
に

よ
る
か
な
雨
申
告
に
よ
h

リ
選
沢
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ヌ
月

十
六
日
空
で
に
手
側
続
々
う
な
し
て

く
だ
さ
い
G

@
昨
年
中
に
ふ
抽
出
や
総
粉
、

そ
の
抗
出
の
災
市
蹴
の
州
問
与
を
受
け

た
人
。
な
お
、
不
動
産
の
然
後

耐
附
与
・
役
さ
れ
た
方
も
二
訟
の
手

続
き
を
税
務
署
に
な
怒
ら
な
い

主
課
脱
さ
れ
ま
ず
か
ら
ご
怜
慾

く
だ
さ
い
。

1¥'[0 

苧
ジ〉

浄
化
そ
う
詩
話
料
金
決
ま
る

開
閉
定
例
会
に
て

昨
叫
年
十
二
月
の
附
則
川
門
間
附
防
犯
側
同

町
議
会
で
討
吋
淡
成
作
品
い
セ
し
ま

し
た
状
線
予
防
波
紋
k
m附
す
る

糸
例
の
一
鋲
を
h
M
廷
す
る
条
例

的
制
定
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
お
紛
ら
必
し
ま

す
aこ
の
条
約
の
一
部
氏
一
誌
は
、

渡
奪
取
誠
事
器
問
所
あ
る
い
は
、

終
繁
禅
問
に
普
及
し
て
お
り

浄化そう泌総料金君主

春
季
火
災
予
防
滋
動

家
庭
に
は
消
火
器
を
プ
本

許
可
ま
く
灯
油
の
ド
ラ
ム
カ
ン
購
入
は
や
め
よ
う
万

に
総
出
向
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
G
U泌
を
箆
泌
な
し
明
、
除
後

で
き
る
愛
H
H
.

務
ザ
ッ
ト
ル
未

満
で
す
。
十
人
F
9
L
P
ル
カ
Y

で
鱗
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
打
川
叫
駁
出
見
業
者
は
、

一
級
家
庭
に
ド
ラ
ム
カ

y
で
緩

獲
し
な
い
よ
う
お
開
制
い
い
た
し

ま
す
。

一m
A
戸
川
十
八
日
か
ら
気
持
月
i

一
一
一
日
ま
で
の
こ
滋
関
は
、
務
象

火
災
子
時
判
官
趨
税
制
明
、
す
‘

前
号
で
は
明
躍
動
の
目
的
、

逮
齢
制
の
緩
点
、
鵬
職
場
で
の
実
行

問
閣
綴
づ
け
、
遂
拡
都
制
崩
開
問
中
の
主

な
行
事
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
B今
号
は
、
一
般
家
践
で
も
ぜ

ひ
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た

い
火
祭
に
つ
い
て
の
注
意
点
に

つ
い
て
お
加
知
ら
せ
し
ま
す
。

消
火
器
を
各
一
一
戸
ご
と
に

二
月
三
日
我
孫
子
町
叙
一
一
戸
に

お
い
て
欽
火
の
緩
い
の
火
災
が

み
抑
静
ま
し
た
が
、
隣
家
む
抽
出
火

録
一
本
で
油
開

ιと
め
ま
し
た
。

と
く
に
、
初
出
掛
川
か
大
切
で
あ

号
、
消
火
器
は
市
部
俊
で
ぜ
ひ
紛

え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

出
猟
療
も
附
吋
も
防
火
の
そ
な
え

O

家
族
み
ん
な
で
、
火
災
h
T

柏
崎
絞
め
対
策
を
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

。
ふ
だ
ん
か
ら
翁
火
の
倫
中
綴

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。
火
災
の
・
と
き
は
‘

J
宇
い

踊
組
織
少
な
い
相
模
市
索
、
に
協
力

し
ま
し
ょ
う
。

灯
油
摘
務
λ
の
注
窓

最
近
、
灯
油
開
令
ド
ザ
ム
カ
Y

で
鱗
入
し
て
い
る
務
機
を
見
か

け
ま
す
が
、
こ
れ
は
町
火
災

予
約
条
例
に
基
づ
き
消
時
間
本
線

山
尚
品
特
解
胤
縦
野
火
災
防
止

こ
れ
か
ら
券
託
先
が
け
て
、

街
地
造
成
、
事
{
抽
喝
な
ど
の
給
燃

が
子
供
の
火
遊
び
ゃ
綴
第
の
す

い
が
ら
の
校
総
な
H
Y

・Mm
w
不
注
意

に
よ
っ
て
火
災
に
な
ち
ま
す
a

こ
れ
ら
祭
織
に
紡
世
帯
が
お
い
浅

哲
ま
す
と
、
火
災
危
険
は
も
ち

く長詳し、通報少ない治安〉

火災絞殺は・ー…ヲヲヲ 11事務
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で
‘
仲
山
宅
C
困
窮
綴
位
の
備
品
品

開
始
せ
ん
に
よ
り
'
入
時
捌
者
を
決

定
し
ま
す
。

〈
入
総
発
}

申
告
と
結
税
期
限
は
一
一
一
月
十
六
日

ろ
ん
、
依
哨
棋
に
ま
で
都
世
地
加
す
る

ゑ
陥
聞
が
あ
り
ま
す
む
で
、
土
地

獄
令
官
翁
々
管
理
者
等
誌
、
す
み

や
か
に
均
一
号
取
り
燐
州
却
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
大
脇
識
に
州
刈
り
取
。
て

焼
却
す
る
機
会
神
仙
、
消
防
署
電

滋
八
二
悶
則
一
一
一
二
七
番
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

す
。
し
級
品
問
ル
出
そ
う
の
緑
除
お

よ
び
捕
前
向
物
の
奴
袋
、
的
地
分
相
守

の
抑
制
時
抑
制
打
金
を
出
制
定
す
る
も
の

で
す
心なお
、
品
作
化
そ
う
の
檎
闘
機
科
料

金
は
、
そ
う
の
綴
絞
に
よ
り
閣
内

な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
摺
…
に
ー

っ
て
も
後
わ
り
ま
す
u

や
め
よ
う
ι
ゲ

犬
の
放
し
飼
い

縫
設
え
に
よ
る
こ
う
市
川
何
事
時
取

が
よ
ぴ
後
作
物
、
内
本
市
等
の
悼
碑

燃
が
多
発
し
て
お
お
ソ
住
民
に
地
崎

市
間
な
か
け
て
お
ち
ま
す
火
の
放

し
飼
い
は
線
対
に
し
な
い
よ
う

お
毅
い
い
た
し
ま
す
。
的
側
い
犬

な
災
し
的
削
い
L
て
い
る
主
部
せ

ら
れ
ま
す
り
町
で
は
毎
万
一
一
泌

総
出
品
野
犬
狩
り
を
由
主
劫
略
し
て
お

ち
ま
す
が
、
摘
出
閲
さ
れ
る
み
九
時
弘

大
部
分
以
伊
綴
い
ム
〈
ハ
燦
然
、
注

射
済
)
で
紙
付
火
は
ど
く
わ
ず
か

で
す
。
制
制
い
古
ふ
げ
か
犬
の
正
し
い

削
闘
い
万
世
守
号
、
給
対
に
放
し

的
対
い
な
し
な
け
れ
ば
然
議
も
な

〈
な
る
と
鼠
わ
れ
ま
す
冷

ま
た
、
不
附
川
中
〈
は
放
し
緩
い

に
し
な
い
で
役
機
〈
録
月
第
一

第
一
以
水
終
日
付
午
後
一
一
一
時
か
ら
三

時
双
十
分
〉
ま
で
に
持
参
く
だ

語
れ
ば
怒
援
し
ま
す
の
で
阿
例

が
ら
ず
協
力
を
お
綴
い
い
た
し

ま
す
。
《
材
育
児
相
談

今
月
め
管
児
相
談
は
次
の
nH

畿
で
行
な
い
ま
す
。

。
二
男
五
百
〔
木
〉
貌
係
予
附
町

中
央
公
品
内
総
で
即
時
山
相
関
十
聞
M
M
T

八
月
生
ま
れ
の
れ
mw
ル

。
一
一
以
内
月
六
日
〈
念
〉
我
孫
子
町

中
市
対
公
民
帥
闘
で
昭
和
制
間
十
問
問
年

十
一
月
生
ま
れ
の
表
究

ハ
〉
一
一
一
月
十
九
日
〈
木
〉
布
袋
小
又

一
政
で
岡
地
利
抑
制
間
十
閤
年
七
e

八・

十
一
万
余
ま
れ
の
乳
児

0
1…n
月
以
十
自
(
金
)
中
綜
上

榔
開
和
十
曲
賄
で
間
昭
和
相
開
口
十
柵
同
年
七
‘

八
・
十
一
月
生
ま
れ
の
乳
児

時
間
は
い
ず
れ
も
与
論
十
時

か
ら
廷
午
、
午
後
…
持
か
ら
三

時
ま
で
な
お
‘
様
子
羊
療
を
忘
れ
ず

ど
鈴
参
く
だ
さ
い
。
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